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第
五
章
　
近
世
の
山
科

一　

江
戸
時
代
の
山
科
郷
支
配

　

禁
裏
御
料

　

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に
よ
っ
て
、
故
豊
臣
秀
吉
子
飼
い
の
石
田
三
成
を
大
将
と
す
る
西
軍
は
徳
川
家
康

率
い
る
東
軍
に
敗
れ
、
こ
こ
に
家
康
の
覇
権
が
確
定
す
る
。
三
年
後
の
同
八
年
、
家
康
は
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
、
江
戸
幕
府

を
開
い
た
。
以
後
幕
末
ま
で
二
六
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
徳
川
氏
の
支
配
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

慶
長
六
年
五
月
、家
康
は
天
皇
家
に
対
し
て
一
万
一
五
石
四
斗
九
升
五
合
の
所
領
を
献
上
し
た
。
こ
れ
は
本
御
料
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
閏
八
月
、
家
康
の
子
で
そ
の
年
の
七
月
ま
で
第
二
代
将
軍
で
あ
っ
た
秀
忠
が
、
そ
の
子
家
光

の
将
軍
襲
職
の
祝
い
と
し
て
一
万
石
を
天
皇
に
献
じ
た
。
こ
れ
は
先
の
本
御
料
と
区
別
し
て
新
御
料
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
宝
永

二
年
（
一
七
〇
五
）
二
月
、
五
代
将
軍
綱
吉
は
一
万
石
一
斗
一
升
八
合
九
勺
を
進
献
し
た
。
い
わ
ゆ
る
増
御
料
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
一
八
世
紀
は
じ
め
に
は
禁
裏
御
料
は
約
三
万
石
と
な
っ
た
。

　

山
科
郷
は
関
ヶ
原
の
戦
い
当
時
、
す
で
に
禁
裏
御
料
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
家
康
に
よ
っ
て
改
め
て
天
皇
家
に
献

上
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
石
高
の
上
か
ら
は
、
山
科
郷
は
本
御
料
の
六
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
当
時
の
禁
裏
御
料
の
中
心
的
存
在

と
し
て
天
皇
家
財
政
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

　

山
科
郷
が
一
括
し
て
禁
裏
御
料
と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
世
の
山
科
七
郷
以
来
の
地
域
的

ま
と
ま
り
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
天
皇
家
へ
の
一
括
献
上
が
後
の
山
科
郷
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山

科
郷
は
禁
裏
御
料
と
い
う
紐
帯
の
も
と
に
、
行
政
的
に
も
、
日
常
的
な
生
活
の
営
み
の
上
に
お
い
て
も
強
い
地
域
的
ま
と
ま
り
を

持
ち
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
領
主
が
天
皇
家
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
山
科
郷
民
に
一
種
の
優
越
意
識
を
持
た
せ
た
。

参
勤
交
代
の
大
名
行
列
が
郷
内
を
通
過
す
る
と
き
は
伏
見
街
道
（
い
ま
の
奈
良
街
道
）
を
通
っ
た
が
、
そ
の
際
沿
道
の
農
民
た
ち

は
土
下
座
す
る
こ
と
な
く
農
作
業
を
続
け
た
と
い
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
行
列
通
過
に
あ
わ
せ
て
わ
ざ
と
施
肥
作
業
を
や
ら
せ
た

庄
屋
も
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
佐
貫
伍
一
郎
『
山
科
郷
竹
ヶ
鼻
村
史
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
古
老
の
話
）。

　

江
戸
時
代
初
め
の
山
科
郷
は
一
八
カ
村
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
一
八
カ
村
と
は
、
日
ノ
岡
・
御
陵
・
厨
子
奥
・
上
野
・

安あ
ん
し
ゅ朱

・
四し

の
み
や宮

・
竹
鼻
・
音
羽
・
小
山
・
大
塚
・
大お

お
や
け宅

・
東ひ

が
し
の野

・
西
野
・
北き

た
か
さ
ん

花
山
・
上か

み
か
さ
ん

花
山
・
川
田
・
西
野
山
・
椥な

ぎ
つ
じ辻

の
各
村
で
あ

る
（
な
お
そ
の
他
、
三
条
街
道
追
分
付
近
に
髭
茶
屋
町
・
八
軒
町
・
挑ち

ょ
う
ち
ん灯

町
が
、
大
塚
村
に
行あ

ん
ど
ん燈

町
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
も
山
科

郷
に
含
ま
れ
て
い
た
）。
こ
の
う
ち
安
朱
村
は
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
に
毘
沙
門
堂
領
と
な
っ
た
た
め
、
以
後
は
山
科
郷
一
七

カ
村
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」
に
よ
れ
ば
、
西
野
村
と
御
陵
村
に
は

そ
れ
ぞ
れ
本
願
寺
領
と
安
祥
寺
領
が
存
在
し
、
四
宮
村
に
は
十
禅
寺
領
と
三
時
知
恩
寺
領
が
存
在
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
山
科
郷
全
域

が
完
全
に
禁
裏
御
料
と
し
て
存
在
し
続
け
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
一
円
的
な

ま
と
ま
り
を
も
つ
六
〇
〇
〇
石
余
り
の
地
が
、
江
戸

時
代
を
通
じ
て
ほ
ぼ
同
一
の
領
主
（
天
皇
）
の
も
と

に
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
般
的
に
、
畿
内

近
国
地
域
の
所
領
構
成
上
の
特
徴
と
し
て
、
所
領
の

錯
綜
性
と
領
主
交
代
の
頻
繁
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
山
科
郷
は
独
自
の
位
置

を
占
め
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

表
　
山
科
郷
各
村
（
町
）
の
村
高

（
注
）
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）「
山
城
国
郷
帳
」
に
よ
る
。

村（町）名 村高（単位：石）
日ノ岡村 169.331
御陵村 570.06
厨子奥村 101.514
上野村 37.995
安朱村 256.144
四宮村 268.354
竹鼻村 368.747
音羽村 513.25
髭茶屋町 8.372
八軒町 4.095
挑灯町 4.836
行燈町 18.824
小山村 227.92
大塚村 276.849
大宅村 631.395
東野村 617.466
西野村 723.26
北花山村 306.709
上花山村 161.404
川田村 295.953
西野山村 819.969
椥辻村 310.838
音羽村・小山村立会新田 13.842
合　計 6707.127
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の
租
法
に
戻
し
て
ほ
し
い
と
い
う
嘆
願
を
小
堀
仁
右
衛
門
（
惟
貞
）
に
行
っ
て
い
る
（「
西
野
村
奥
田
甲
子
男
家
文
書
」）。

　

代
官
奉
行
と
京
都
代
官

　

①
の
五
味
備
前
守
豊
直
は
、
五
畿
内
郡
代
、
八
カ
国
（
五
畿
内
お
よ
び
丹
波
・
近
江
・
播
磨
の
三
カ
国
）
郡
代
、
ま
た
代
官
奉

行
な
ど
と
呼
ば
れ
、
数
万
石
の
担
当
幕
領
の
支
配
を
基
本
的
業
務
と
す
る
通
常
の
代
官
よ
り
も
は
る
か
に
広
汎
な
権
限
を
有
し
て

い
た
。
禁
裏
向
の
こ
と
も
、
も
っ
ぱ
ら
五
味
が
担
当
し
、「
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
」
に
よ
れ
ば
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）

の
将
軍
家
光
上
洛
時
に
、
禁
裏
米
蔵
場
に
筋
目
正
し
い
家
来
と
与
力
・
同
心
を
配
置
し
、
禁
裏
御
料
の
年
貢
米
の
出
納
を
行
わ
せ

る
よ
う
、
将
軍
か
ら
直
々
命
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
幕
府
の
禁
裏
に
対
す
る
姿
勢
の
一
端
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
①

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
五
味
は
禁
裏
御
料
の
各
村
か
ら
年
貢
を
取
り
立
て
た
が
、
あ
と
は
禁
裏
任
せ
に
し
て
い
た
の
で
は
な

い
。
そ
の
米
蔵
に
は
彼
の
家
臣
や
与
力
・
同
心
が
配
置
さ
れ
、
年
貢
米
の
出
納
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）、
五
味
は
世
を
去
り
、
小
出
越
中
守
正
貞
が
あ
と
を
継
ぐ
が
、
こ
の
小
出
も
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）

に
死
去
す
る
。
こ
の
こ
ろ
、
京
都
の
幕
府
支
配
機
構
は
大
幅
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
寛
文
四
年
の
京
都
代
官
の
成

立
と
、
同
八
年
の
京
都
町
奉
行
の
成
立
で
あ
る
（『
京
都
の
歴
史
』
五
）。
大
ざ
っ
ぱ
に
い
え
ば
、
代
官
奉
行
が
有
し
て
い
た
広
い

権
限
の
う
ち
八
カ
国
の
地
方
に
関
す
る
公
事
訴
訟
（
水
論
・
山
論
・
境
論
な
ど
）
の
裁
判
権
は
京
都
町
奉
行
へ
、
ま
た
禁
裏
向
に

関
す
る
職
務
を
は
じ
め
、
幕
領
支
配
や
大
河
川
支
配
そ
の
他
は
京
都
代
官
に
受
け
継
が
れ
た
。
京
都
町
奉
行
は
、
あ
わ
せ
て
京
都

市
中
の
行
政
や
山
城
国
の
行
政
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
山
科
郷
の
支
配
も
、
こ
れ
以
降
は
京
都
代
官
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
②
以
降
の
鈴
木
・
五
味
・
小
堀

は
み
な
京
都
代
官
で
あ
る
。
②
の
鈴
木
重
辰
は
初
代
京
都
代
官
で
、
父
は
『
破
吉
利
支
丹
』
な
ど
の
著
書
で
知
ら
れ
る
仏
教
思
想

家
鈴
木
正
三
（
一
五
七
九
～
一
六
五
五
）
で
あ
る
。
重
辰
は
正
三
の
弟
三
郎
九
郎
重
成
の
養
子
と
な
っ
た
が
、
こ
の
重
成
も
幕
府

代
官
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　

山
科
郷
の
支
配
と
幕
府
代
官

　

山
科
郷
の
ほ
と
ん
ど
は
禁
裏
御
料
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
支
配
は
天
皇
家
の
役
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
天
皇

家
は
支
配
に
ほ
と
ん
ど
関
与
せ
ず
、
幕
府
代
官
が
そ
れ
に
あ
た
っ
た
。
所
領
支
配
の
中
核
と
い
う
べ
き
年
貢
収
納
も
、
代
官
が
こ

れ
を
行
い
、
天
皇
家
は
年
貢
米
を
受
け
取
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

 

ま
ず
、
山
科
郷
の
代
官
支
配
を
示
す
事
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
こ
う
。

　

①
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
十
一
月
、
大
宅
村
に
は
二
九
〇
石
四
斗
四
升
二
合
の
年
貢
米
が
課
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
課
し
た
の

　
　

は
五
味
備
前
守
豊
直
で
あ
っ
た
（「
大
宅
村
沢
野
井
清
嗣
家
文
書
」）。

　

②
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
十
一
月
、
川
田
村
に
は
一
〇
六
石
五
斗
四
升
の
年
貢
米
が
課
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
課
し
た
の
は
鈴

　
　

木
伊
兵
衛
（
重
辰
）
で
あ
っ
た
（「
川
田
村
柳
生
昌
徳
家
文
書
」）。

　

③
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
十
一
月
、
川
田
村
は
一
一
二
石
四
斗
六
升
二
合
の
年
貢
米
を
納
入
し
た
が
、
こ
れ
を
受
け
取
っ
た

　
　

の
は
五
味
藤
九
郎
（
豊
旨
）
の
手
代
二
名
で
あ
っ
た
（「
川
田
村
柳
生
家
文
書
」）。

　

④
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）、
川
田
村
で
は
、「
こ
ろ
び
」（
か
つ
て
キ
リ
シ
タ
ン
で
、
改
宗
し
て
仏
教
徒
に
な
っ
た
者
）
や
そ

　
　

の
親
類
の
改
め
が
行
わ
れ
た
。
同
年
八
月
、
同
村
は
、
調
査
の
結
果
そ
の
よ
う
な
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
一
札
を
し
た
た
め
、

　
　

小
堀
仁
右
衛
門
（
正
憲
）
に
提
出
し
て
い
る
（「
川
田
村
柳
生
弘
勝
家
文
書
」）。

　

⑤
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
冬
、
郷
士
帯
刀
者
の
調
査
が
行
わ
れ
、
十
一
月
に
山
科
郷
で
は
一
六
〇
人
の
郷
士
の
名
を
書
き
上

　
　

げ
て
京
都
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
各
村
内
で
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
自
分
も
郷
士
身
分
で
あ
る

　
　

と
主
張
す
る
者
が
続
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
西
野
村
で
も
七
左
衛
門
と
い
う
百
姓
が
郷

　
　

士
同
格
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
同
村
は
翌
七
年
四
月
、
玉
虫
左
兵
衛
（
茂
嘉
）
の
手
代
に
、
そ
れ
を
否
定
す
る
書
付

　
　

を
提
出
し
て
い
る
（「
上
花
山
村
比
留
田
家
文
書
」）。

　

⑥
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
二
月
、
西
野
村
は
困
窮
を
理
由
と
し
て
、
定
免
法
に
よ
る
年
貢
賦
課
を
や
め
、
定
免
法
採
用
以
前
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二
八
一
本
を
毎
年
正
月
十
二
日
に
御
所
に
献
上
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
大だ

い
じ
ょ
う
え

嘗
会
の
時
に
も
御
用
竹
を
献
上
し
て
い
る
。
筍
に
つ

い
て
は
、「
山
科
郷
諸
役
控
帳
」（
仮
題
、「
大
宅
村
山
本
家
文
書
」）
に
よ
れ
ば
、
毎
年
収
穫
時
に
な
る
と
、
四
月
一
日
は
上
花
山

村
、
二
日
は
北
花
山
村
、
三
日
は
厨
子
奥
村
と
い
う
よ
う
に
、
毎
日
順
番
で
各
村
よ
り
献
上
さ
れ
た
。

　

次
に
、
小
物
成
と
し
て
の
夫
代
（
米
四
石
四
斗
二
升
八
合
）
と
、「
禁
裏
様
御
清
所
御
門
番
給
」（
米
三
斗
二
升
四
合
二
才
）
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
御
所
定
詰
人
夫
の
給
米
と
い
う
名
目
で
負
担
す
る
も
の
で
、
各
村
は
そ
れ
ぞ
れ
の
棟
役
数
に
応
じ
て

負
担
し
た
。
棟
役
数
は
山
科
郷
全
体
で
一
一
一
、「
山
科
郷
諸
役
控
帳
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

御
陵
一
一
、
厨
子
奥
二
、四
宮
七
、
竹
鼻
五
、
音
羽
九
、
小
山
七
、
大
塚
六
、
大
宅
一
二
、
東
野
一
七
、
西
野
一
三
、
北
花
山
三
、

上
花
山
二
、
西
野
山
一
〇
、
椥
辻
七

　

夫
代
も
「
禁
裏
様
御
清
所
御
門
番
給
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
軒
あ
た
り
の
額
が
決
ま
っ
て
お
り
、
各
村
の
負
担
額
は
そ
れ
に
棟
役

数
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、日
岡
・
上
野
・
川
田
の
三
カ
村
に
は
棟
役
数
が
な
い
。
こ
の
三
カ
村
は
、あ
と
で
取
り
上
げ
る
享
保
六
年（
一
七
二
一
）

十
一
月
の
「
山
科
郷
村
々
御
家
人
郷
士
名
前
帳
」
か
ら
知
ら
れ
る
、
郷
士
の
い
な
い
村
に
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
一
一
一
と

い
う
数
は
近
世
の
あ
る
段
階
に
お
け
る
郷
士
数
、
ま
た
は
そ
れ
を
も
と
に
し
て
決
定
し
た
数
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

話
が
棟
役
数
の
こ
と
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
大
宅
村
の
諸
負
担
に
戻
り
た
い
。
以
上
の
ほ
か
に
は
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

以
来
の
「
禁
裏
様
御
庭
入
用
銀
」（
年
に
よ
り
銀
額
不
同
）
と
、「
其
外
小
入
用
」
が
あ
る
。
後
者
の
内
容
は
き
わ
め
て
雑
多
で
あ

る
。
ま
ず
「
禁
裏
様
御
用
渋
柿
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
棟
役
割
に
な
っ
て
お
り
、
一
軒
あ
た
り
八
升
五
合
で
あ
る
。
各
村
か
ら
集

め
ら
れ
た
渋
柿
は
、
絞
っ
て
渋
（
柿
渋
）
と
し
、
御
所
に
献
上
さ
れ
た
。
次
に
、
天
皇
の
そ
ば
近
く
に
仕
え
る
長
橋
局
や
京
都
町

奉
行
所
に
対
す
る
年
頭
・
八
朔
の
献
上
物
な
ど
の
費
用
（
銭
一
〇
貫
八
〇
〇
文
）
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
を
除
く
「
其
外
小
入
用
」
は
、

　

③
に
み
る
五
味
藤
九
郎
豊
旨
は
豊
直
の
子
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
川
田
村
年
貢
米
の
受
取
状
に
は
、「
右
は
禁
裏
様
御
蔵
に
於

い
て
度
々
請
取
り
、
皆
済
件く

だ
ん

の
如
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
五
味
豊
直
以
来
の
、
幕
府
に
よ
る
禁
裏
米
蔵
管
理
の
様
子
が
こ
こ
に

も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

④
の
小
堀
仁
右
衛
門
正
憲
は
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
死
去
し
た
五
味
豊
旨
の
後
任
の
京
都
代
官
で
あ
る
。
以
後
、
京
都

代
官
は
小
堀
家
の
世
襲
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
山
科
郷
は
幕
末
ま
で
約
二
〇
〇
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
小
堀
氏
の
支

配
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
両
者
の
関
係
は
密
接
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
小
堀
正
憲
の
父
は
正
春
と
い
い
、
や
は
り
幕
府
代
官
を
勤
め
、
禁
裏
普
請
に
も
か
か
わ
っ
た
。
正
春
の
長
兄

は
、
遠
州
流
茶
道
の
祖
で
あ
り
、
ま
た
著
名
な
建
築
家
・
造
園
家
で
も
あ
っ
た
小
堀
遠
江
守
政
一
（
小
堀
遠
州
）
で
あ
る
。
政
一

は
慶
長
期
に
は
備
中
国
の
国
奉
行
を
勤
め
、
そ
の
後
河
内
国
奉
行
・
近
江
国
奉
行
・
伏
見
奉
行
と
な
り
、
五
味
豊
直
同
様
、
畿
内

支
配
に
あ
た
っ
て
広
汎
な
権
限
を
有
し
て
い
た
（「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」）。

　

⑤
に
は
小
堀
氏
（
正
春
系
）
で
は
な
く
、
玉
虫
左
兵
衛
な
る
者
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
小
堀
氏
の
当
主
仁
右
衛
門

惟
貞
が
幼
年
で
、
玉
虫
家
に
養
子
と
し
て
入
っ
て
い
た
叔
父
の
左
兵
衛
茂
嘉
（
父
克
敬
の
弟
）
が
し
ば
ら
く
後
見
役
を
勤
め
て
い

た
か
ら
で
あ
る
（「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」）。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
こ
の
と
き
限
り
で
、
そ
れ
以
外
は
一
貫
し
て
小
堀
氏
に
よ
る
山

科
郷
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

山
科
郷
各
村
の
負
担

　

山
科
郷
各
村
に
は
そ
れ
ぞ
れ
本
年
貢
の
ほ
か
、
禁
裏
御
料
と
し
て
の
独
自
の
諸
負
担
が
あ
っ
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

十
一
月
「
山
城
国
宇
治
郡
山
科
郷
大
宅
村
差
出
明
細
帳
」（「
沢
野
井
忠
三
家
文
書
」）
か
ら
、
そ
れ
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
竹
と
筍

た
け
の
こで

あ
る
。
竹
は
御
所
の
左
義
長
（
毎
年
正
月
十
五
・
十
八
日
に
行
わ
れ
る
火
行
事
。
青
竹
に
吉
書
・
扇
子
・

短
冊
な
ど
を
結
び
付
け
、
燃
や
す
）
の
た
め
の
も
の
で
、
大
宅
村
で
は
竹
足
三
六
本
、
小
竹
二
四
四
本
、
の
ぼ
り
竹
一
本
、
計
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御
所
の
茶
壷
を
宇
治
に
運
ぶ
際
の
六
尺
（
雑
役
夫
）
賃
・
駕
篭
人
足
賃
・
荷
物
供
廻
り
人
足
賃
、
禁
裏
御
蔵
草
引
き
代
、
御
蔵
筵
代
、

升
掻
き
竹
代
、
山
科
郷
内
の
三
条
街
道
や
伏
見
街
道
を
大
名
が
通
行
す
る
際
の
道
橋
入
用
、
山
科
郷
触
頭
で
あ
る
比
留
田
・
土
橋

両
氏
が
京
都
へ
出
張
す
る
際
の
入
用
、
各
村
の
庄
屋
・
年
寄
・
頭
百
姓
が
山
科
郷
全
体
と
し
て
の
御
用
を
勤
め
る
際
の
入
用
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
各
村
の
年
貢
高
に
応
じ
て
負
担
額
が
決
め
ら
れ
た
。
慶
応
二
年
度
の
大
宅
村
の
負
担
額
は
銀
八
貫
二
三
一
匁
九

分
六
厘
で
あ
っ
た
。
最
後
の
二
つ
は
、
禁
裏
に
対
す
る
負
担
と
い
う
よ
り
も
郷
入
用
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
道
橋
入
用
も
、
幕

府
に
対
す
る
負
担
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
な
お
、
街
道
沿
い
に
位
置
し
な
い
村
も
等
し
く
道
橋
入
用
を
負
担
す
る
義
務
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
山
科
郷
の
地
域
的
ま
と
ま
り
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
具
体
例
を
示
そ
う
。

　

大
宅
村
を
例
に
と
り
、
山
科
郷
独
自
の
諸
負
担
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
慶
応
四
年
の
同
村
「
村む

ら
か
が
み鑑

帳
」（「
大
宅
村
沢
野
井
忠
三

家
文
書
」）
に
は
、
こ
の
ほ
か
山
芋
・
松
茸
・
木こ

ね
り
が
き

練
柿
（
御
所
柿
の
こ
と
）
の
禁
裏
献
上
の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し

て
も
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
負
担
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
は
大
嘗
会
の
際
の
御
用
竹
を
除
け
ば
い
ず
れ
も

毎
年
の
恒
常
的
な
負
担
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
も
禁
裏
に
対
す
る
臨
時
的
な
役
負
担
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
御
所
が
炎
上
し
た

際
に
は
、
郷
民
あ
げ
て
道
具
の
持
ち
出
し
や
消
火
活
動
そ
の
他
に
従
事
し
て
い
る
。
非
常
時
の
禁
裏
警
固
役
な
ど
、
郷
士
独
自
の

役
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
山
科
郷
各
村
の
負
担
内
容
に
は
、
禁
裏
御
料
と
い
う
特
殊
性
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
た
。
山
科
郷
は
ま
さ
に
、

天
皇
家
の
再
生
産
を
支
え
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二　

郷
士
制
度

　

山
科
郷
士

　

近
世
の
山
科
郷
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
一
円
的
に
禁
裏
御
料
で
あ
っ
た
こ
と
、
中
世
以
来
の
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
自
治
的
結
合
が
み
ら
れ
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
郷
士
制
度
の
存
在
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

山
科
郷
士
は
中
世
以
来
禁
裏
警
固
役
を
勤
め
る
家
筋
で
、
苗
字
を
も
ち
、
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
各
村
数
名
か
ら
十

数
名
存
在
し
、
村
内
に
お
い
て
特
権
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）、
山
科
郷
士
の
調
査
が
行
わ
れ
、
同

年
十
一
月
に
「
山
科
郷
村
々
御
家
人
郷
士
名
前
帳
」（
以
下
、「
名
前
帳
」）
が
山
科
郷
惣そ

う
が
し
ら頭

比
留
田
三
郎
兵
衛
・
同
土
橋
平
之
進

か
ら
京
都
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
ノ
岡
・
上
野
・
川
田
の
三
カ
村
を
除
く
一
四
カ
村
に
郷
士
が
お
り
、

そ
の
数
は
両
氏
を
除
け
ば
一
六
〇
名
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ひ
と
く
ち
に
郷
士
と
い
っ
て
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
。「
名
前
帳
」

か
ら
郷
士
の
階
層
構
成
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

ま
ず
、
山
科
郷
士
の
頂
点
に
位
置
し
て
い
た
の
は
右
の
比
留
田
・
土
橋
両
氏
で
、
こ
の
両
名
は
惣
頭
・
触ふ

れ
が
し
ら頭

な
ど
と
呼
ば
れ
、

常
に
苗
字
・
帯
刀
を
許
さ
れ
た
、
別
格
の
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
京
都
町
奉
行
所
や
京
都
代
官
と
郷
中
村
々
と
の
間
に
立
っ
て
、

触
の
伝
達
や
、
各
村
の
訴
え
の
取
次
な
ど
を
行
っ
た
だ
け
で
な
く
、
郷
中
の
村
同
士
の
争
い
を
調
停
し
た
り
し
た
。
次
い
で
、「
名

前
帳
」
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、「
常
帯
刀
」
身
分
の
者
が
来
る
。
こ
れ
に
は
神
社
の
神
主
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
次
に
位

置
す
る
の
は
「
御
用
之
外
常
帯
刀
仕
ら
ず
候
」
者
で
あ
る
。「
名
前
帳
」
で
は
、
比
留
田
・
土
橋
両
氏
を
除
き
、「
常
帯
刀
」
身
分

の
者
三
二
名
、「
御
用
之
外
常
帯
刀
仕
ら
ず
候
」（
単
に
「
常
帯
刀
仕
ら
ず
候
」
と
も
）
身
分
の
者
一
二
八
名
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
中
世
以
来
の
苗
字
を
有
し
た
が
、
比
留
田
・
土
橋
両
氏
以
外
は
公
的
に
そ
れ
を
名
乗
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

彼
ら
郷
士
は
各
村
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
か
、
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

　

享
保
七
年
四
月
、
郷
士
調
査
に
関
連
し
て
、
御
陵
村
は
代
官
玉
虫
左
兵
衛
手
代
武
富
新
八
郎
に
書
付
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
書

付
の
署
名
者
は
、
庄
屋
権
左
衛
門
と
、
助
三
郎
以
下
一
〇
名
の
年
寄
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
名
前
帳
」
の
御
陵
村
郷
士
名
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
権
左
衛
門
は
「
常
帯
刀
」、
年
寄
一
〇
名
は
い
ず
れ
も
「
常
帯
刀
仕
ら
ず
候
」
と
な
っ
て
い
る
。「
名
前
帳
」

に
は
あ
と
二
名
の
「
常
帯
刀
」
者
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
神
主
で
あ
る
。

　

ま
た
、
北
花
山
村
で
も
同
じ
四
月
に
、
や
は
り
郷
士
調
査
に
関
し
て
口
上
書
を
武
富
に
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
庄
屋
吉

左
衛
門
・
年
寄
久
右
衛
門
・
頭か

し
ら

百
姓
九
兵
衛
・
同
庄
左
衛
門
が
署
名
し
て
い
る
。「
名
前
帳
」
で
は
、
吉
左
衛
門
と
久
右
衛
門
は
「
常
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帯
刀
」、
他
の
二
名
は
「
御
用
之
外
常
帯
刀
仕
ら
ず
候
」
と
な
っ
て
い
る
。「
名
前
帳
」
で
は
こ
の
ほ
か
、
七
名
の
「
御
用
之
外
常

帯
刀
仕
ら
ず
候
」
者
の
名
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
例
に
よ
る
か
ぎ
り
、
各
村
に
お
い
て
庄
屋
・
年
寄
・
頭
百
姓
に
な
れ
る
の
は
い
ず
れ
も
郷
士
身
分
に
限
ら
れ
て
お
り
、

庄
屋
は
「
常
帯
刀
」
身
分
、
年
寄
は
「
常
帯
刀
」
ま
た
は
「
常
帯
刀
仕
ら
ず
候
」
身
分
、
頭
百
姓
は
「
常
帯
刀
仕
ら
ず
候
」
身
分

の
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
頭
百
姓
に
つ
い
て
は
、「
名
前
帳
」
で
郷
士
と
さ
れ
な
か
っ
た
者
が
勤
め
て
い
た
と
い
う

例
が
あ
る
（
後
述
）。
ま
た
「
名
前
帳
」
に
よ
れ
ば
、
各
村
一
名
ず
つ
の
「
頭
」
の
者
が
い
た
。
各
村
の
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る
者

で
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
「
常
帯
刀
」
身
分
で
あ
り
、ふ
つ
う
は
庄
屋
で
あ
る
が
、「
名
前
帳
」
に
よ
れ
ば
、西
野
村
で
は
「
頭
」

の
松
井
又
八
郎
で
は
な
く
、
も
う
一
人
の
「
常
帯
刀
」
身
分
の
大
塚
勘
右
衛
門
が
庄
屋
と
な
っ
て
い
る
。
特
権
的
な
「
頭
」
身
分

の
地
位
も
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
「
名
前
帳
」
の
記
載
を
も
と
に
説
明
を
行
っ
て
き
た
が
、
実
は
こ
れ
に
載
せ
ら
れ
た
一
六
〇
名
は
、
正
確
に
い
え
ば

当
時
の
各
村
に
お
け
る
矛
盾
・
対
立
関
係
の
中
で
郷
士
と
し
て
改
め
て
認
定
さ
れ
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。「
名
前
帳
」
の
作
成
は
、

い
い
方
を
か
え
れ
ば
、
各
村
の
構
成
者
に
つ
い
て
の
郷
士
・
非
郷
士
確
認
作
業
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
あ
る
階
層
の
意
志
が
反
映
さ

れ
て
い
た
。
あ
る
階
層
と
は
、
も
ち
ろ
ん
旧
来
の
「
筋
目
正
し
き
」
郷
士
層
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
享
保
六
年
段
階
の
山
科

郷
の
郷
士
数
は
比
留
田
・
土
橋
両
氏
を
含
め
一
六
二
名
で
あ
っ
た
と
単
純
に
い
っ
て
し
ま
う
の
は
正
し
く
な
い
。

　
「
名
前
帳
」
の
作
成
は
各
村
内
の
矛
盾
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
あ
と
で
述
べ
よ
う
。

　

山
科
郷
士
の
禁
裏
勤
役

　

郷
士
の
郷
内
に
お
け
る
特
権
を
保
証
し
て
い
た
の
は
、
禁
裏
に
対
し
て
役
を
負
担
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
御
所
が
火
災
に
見

舞
わ
れ
た
際
に
は
、
早
速
駆
け
つ
け
て
警
固
や
諸
道
具
運
送
、
ま
た
消
火
活
動
に
携
わ
っ
た
。
火
災
後
、
新
御
所
の
造
営
が
成
り
、

仮
御
所
か
ら
新
御
所
へ
の
遷
幸
が
行
わ
れ
た
時
に
も
、
郷
士
は
供
奉
御
用
や
御
所
御
門
な
ど
の
警
固
役
を
勤
め
た
ほ
か
、
諸
道
具

を
運
ん
で
い
る
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
大
塩
平
八
郎
の
乱
の
際
に
は
、
御
所
六
門
に
そ
れ
ぞ
れ
郷
士
三
名
が
約
四
〇
日
間

交
代
で
勤
番
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
大
嘗
会
・
新し

ん
じ
ょ
う
え

嘗
会
・
行
幸
・
天
皇
即
位
の
際
に
も
供
奉
・
警
固
そ
の
他
の
御
用
を
勤
め
た

（『
山
科
郷
史
』）。

　

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
郷
士
と
一
般
百
姓
と
で
は
、
同
じ
く
禁
裏
に
対
し
て
役
を
勤
め
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内

容
に
歴
然
と
し
た
差
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
正
月
の
大
宅
村
「
郷
士
取
締
方
定
書
」（「
大
宅

村
沢
野
井
清
嗣
家
文
書
」）
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、
郷
士
の
役
は
「
士

さ
む
ら
い
や
く

役
」
で
あ
り
、
百
姓
の
そ
れ
は
「
足
役
」、
す
な
わ
ち

人
夫
役
で
あ
っ
た
。
御
所
炎
上
時
に
諸
道
具
を
運
ん
だ
り
、
消
火
活
動
を
行
っ
た
り
す
る
の
は
百
姓
で
あ
り
、
郷
士
は
そ
れ
を
指

揮
し
た
。
御
茶
壷
運
送
役
を
勤
め
る
と
き
も
、
郷
士
二
人
が
人
足
役
を
勤
め
る
百
姓
た
ち
を
宰
領
し
た
。
行
幸
・
遷
幸
の
際
の
供

奉
や
御
所
の
警
固
は
、
も
ち
ろ
ん
郷
士
だ
け
が
勤
め
た
。

　

禁
裏
役
を
め
ぐ
る
郷
士
と
百
姓
の
こ
の
よ
う
な
関
係
が
も
っ
た
意
味
は
大
き
い
。
山
科
郷
民
が
禁
裏
役
を
勤
め
る
た
び
に
、
両

者
の
身
分
差
と
、
前
者
が
後
者
を
指
揮
す
る
と
い
う
関
係
が
再
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
郷
士
を
中
心
と
す

る
村
落
内
秩
序
の
維
持
に
役
立
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
山
科
郷
が
禁
裏
御
料
で
あ
っ
た
こ
と
と
、郷
士
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
と
は
、

決
し
て
偶
然
の
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

郷
士
制
度
の
動
揺

　

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
十
一
月
、
比
留
田
・
土
橋
両
氏
か
ら
京
都
町
奉
行
所
に
「
山
科
郷
村
々
御
家
人
郷
士
名
前
帳
」
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
年
の
十
月
に
、
山
城
国
内
の
村
々
お
よ
び
洛
中
洛
外
の
寺
社
に
対
し
、
帯
刀
者

調
査
を
命
ず
る
町
奉
行
所
触
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
触
で
は
村
ご
と
に
庄
屋
が
調
査
結
果
を
届
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、
山
科
郷
で
は
、
各
村
で
の
調
査
を
も
と
に
両
名
が
と
り
ま
と
め
て
提
出
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
郷
内
に
深
刻
な
騒
動
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
（
以
下
の
記
述
は
「
比
留
田
家
文
書
」
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に
よ
る
）。「
名
前
帳
」
に
漏
れ
た
百
姓
五
〇
名
余
り
が
申
し
合
わ
せ
、
各
村
々
で
自
分
も
郷
士
同
格
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
西
野
村
で
は
一
名
、
上
花
山
村
で
は
二
名
の
百
姓
が
郷
士
同
格
を
京
都
代
官
玉
虫
左
兵
衛
に
訴
え
て
い
る
。

　

郷
士
同
格
を
主
張
し
た
百
姓
が
ど
う
い
う
者
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
享
保
七
年
四
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
庄
屋
・
年
寄
が
玉

虫
の
手
代
武
富
新
八
郎
に
提
出
し
た
書
類
に
よ
れ
ば
、
西
野
村
の
例
で
は
、
も
と
も
と
小
高
持
で
、
そ
の
こ
ろ
京
都
の
町
人
か
ら

田
地
を
購
入
し
高
持
に
な
っ
た
者
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
禁
裏
に
対
す
る
御
用
は
勤
め
て
い
な
い
。
上
花
山
村
の
二
名
の
う
ち
一

名
は
、
そ
の
祖
父
の
時
代
に
北
花
山
村
か
ら
移
り
住
み
、
少
し
田
地
を
蓄
え
た
者
、
他
の
一
名
は
、
二
十
数
年
前
に
京
都
で
米
屋

を
商
っ
て
い
た
父
親
と
と
も
に
同
村
に
移
住
し
、
高
持
と
な
っ
た
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
名
に
関
し
て
は
、
同
年
五
月
に
両
名
が

玉
虫
に
あ
て
た
口
上
書
に
は
、
二
人
は
共
通
の
曽
祖
父
を
も
ち
、
そ
の
曽
祖
父
の
と
き
か
ら
上
花
山
村
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
、

近
年
は
郷
内
御
用
や
月
番
役
を
勤
め
、
御
所
御
清
所
に
植
木
・
松
茸
・
筍
な
ど
を
献
上
す
る
際
に
は
帯
刀
し
て
参
上
し
、
上
花
山

村
頭
百
姓
に
間
違
い
な
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
庄
屋
・
年
寄
の
い
い
分
と
は
少
し
食
い
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

郷
士
同
格
を
主
張
し
た
者
た
ち
は
、
土
地
を
集
積
し
村
内
に
お
い
て
実
力
を
つ
け
て
き
た
百
姓
で
あ
っ
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

禁
裏
役
の
う
ち
で
郷
士
身
分
の
者
が
独
占
的
に
担
っ
て
き
た
部
分
（「
士
役
」）
に
も
か
か
わ
り
を
も
ち
始
め
、
彼
ら
の
地
位
を
脅

か
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

中
世
以
来
の
特
権
的
身
分
集
団
で
あ
る
郷
士
層
と
、右
の
よ
う
な
新
興
の
百
姓
層
と
は
、享
保
の
郷
士
調
べ
よ
り
も
前
か
ら
徐
々

に
対
立
関
係
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
郷
士
調
べ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
れ
が
一
挙
に
表
面
化
し
た
と
み
る
べ

き
だ
ろ
う
。「
名
前
帳
」
の
作
成
そ
れ
自
体
は
京
都
町
奉
行
所
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
旧
来
の
郷
士
層
に
と
っ

て
も
好
機
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。「
名
前
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
一
六
〇
名
の
名
前
に
は
、
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
地
位
を
死
守
し
よ

う
と
す
る
郷
士
層
の
必
死
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

享
保
七
年
四
月
に
な
る
と
、
騒
動
の
起
こ
っ
た
村
で
は
、
庄
屋
・
年
寄
が
百
姓
た
ち
の
行
っ
た
郷
士
同
格
の
主
張
が
根
拠
を
も

た
な
い
こ
と
を
玉
虫
に
訴
え
て
い
る
。
こ
の
年
に
は
比
留
田
・
土
橋
両
氏
に
よ
る
郷
士
再
調
査
が
あ
り
、
各
村
は
「
名
前
帳
」
に

相
違
な
き
こ
と
を
両
名
に
誓
っ
て
い
る
。
だ
が
、
騒
動
は
こ
れ
を
も
っ
て
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
十
年
九
月
に
も
郷
士
調

査
が
実
施
さ
れ
た
。
音
羽
村
で
は
こ
の
時
、
八
名
の
者
が
「
名
前
帳
」
の
記
載
内
容
を
認
め
ず
、
七
名
が
村
民
全
員
が
同
意
す
れ

ば
自
分
た
ち
も
こ
れ
を
認
め
る
と
い
う
態
度
を
と
っ
た
。
佐
貫
伍
一
郎
は
、こ
の
一
五
名
を
新
興
の
村
西
部
地
域
（
下
音
羽
地
区
）

の
住
人
と
推
定
し
、
こ
の
争
い
の
底
流
に
地
域
間
対
立
の
存
在
を
見
て
い
る
（
佐
貫
伍
一
郎
『
山
科
郷
竹
ヶ
鼻
村
史
』）。

　

郷
士
身
分
を
め
ぐ
る
騒
動
は
、
結
末
は
不
詳
な
が
ら
同
年
中
に
よ
う
や
く
終
息
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
そ
の
後
も
各
村
で
は
旧
来
の
村
落
秩
序
を
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
つ
は
村
役
人
制
度
の
改

革
と
い
う
形
で
表
れ
た
。
椥
辻
村
で
は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
年
寄
役
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
同
村

で
は
、
固
定
化
さ
れ
た
一
三
軒
の
家
―
旧
来
の
郷
士
の
家
筋
―
か
ら
六
名
が
出
て
年
寄
役
を
勤
め
て
い
た
が
、
百
姓
方
か
ら
、
村

全
体
の
意
志
を
反
映
し
た
形
の
年
寄
選
出
を
主
張
す
る
声
が
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
争
論
は
翌
々
年
の
同
四
年
に
、比
留
田
・

土
橋
両
氏
と
大
宅
村
清
左
衛
門
お
よ
び
東
野
村
六
郎
左
衛
門
の
調
停
に
よ
っ
て
和
談
が
成
り
、
以
後
は
一
三
軒
か
ら
四
名
、
訴
訟

を
起
こ
し
た
百
姓
（
一
六
名
）
か
ら
二
名
が
出
て
年
寄
役
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
名
の
選
出
に
つ
い
て
も
、
一
三
軒
で

勝
手
に
決
め
て
よ
い
の
で
は
な
く
、
村
の
同
意
が
必
要
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
旧
来
の
郷
士
層
に
よ
る
年
寄
役
独
占
体
制
は

崩
れ
た
の
で
あ
る
。

　

大
石
内
蔵
助
の
山
科
滞
在

　

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
三
月
十
四
日
、
赤
穂
藩
主
浅
野
内た

く
み
の
か
み

匠
頭
長な

が
の
り矩

が
江
戸
城
中
で
高
家
筆
頭
吉
良
上こ

う
ず
け
の
す
け

野
介
義よ

し
な
か央

に
切
り

つ
け
た
。
長
矩
は
即
日
幕
府
か
ら
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
、浅
野
家
は
御
家
断
絶
・
所
領
没
収
と
な
っ
た
。
主
君
の
恥
辱
を
そ
そ
ぐ
た
め
、

吉
良
へ
の
復
讐
を
誓
い
合
っ
た
浅
野
家
遺
臣
た
ち
は
、
旧
浅
野
家
筆
頭
家
老
大
石
内
蔵
助
良
雄
を
盟
主
と
し
、
翌
十
五
年
十
二
月

十
四
日
、
江
戸
の
吉
良
邸
に
討
ち
入
り
、
吉
良
の
首
級
を
あ
げ
た
。
い
わ
ゆ
る
赤
穂
事
件
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
の
主
役
で
あ
る
大
石
内
蔵
助
が
、
山
科
の
地
に
あ
っ
て
復
讐
の
計
画
を
練
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
十
五
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と
い
う
の
も
、
山
科
郷
に
浪
人
が
住
む
こ
と
は
何
も
珍
し
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
元
禄
六
年
に
は
米
多
比
三

左
衛
門
と
い
う
浪
人
の
親
子
が
上
花
山
村
の
嘉
介
と
い
う
者
の
と
こ
ろ
に
借
宅
し
て
い
る
し
、
同
十
年
に
も
、
北
花
山
村
に
七
里

不
白
と
い
う
浪
人
の
親
子
が
住
ん
で
い
た
。
こ
の
不
白
の
息
子
は
治
部
左
衛
門
と
い
い
、平
戸
藩
主
松
浦
鎮
信
に
仕
え
て
い
た
が
、

の
ち
旗
本
五
嶋
盛
朗
の
家
来
と
な
っ
て
日
比
野
五
左
衛
門
と
改
名
し
た
。
そ
の
後
、
五
左
衛
門
は
病
気
の
両
親
の
介
抱
の
た
め
、

不
白
の
も
と
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
（
元
禄
十
年
）
不
白
が
死
に
、
同
村
の
花
山
寺
住
持
が
京
都
町
奉
行
所
に
五
左
衛
門
の
親
類

書
を
提
出
し
て
い
る
（「
上
花
山
村
比
留
田
家
文
書
」）。

　

米
多
比
親
子
や
七
里
親
子
と
山
科
郷
士
と
の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
大
石
と
同
様
、
親
類
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
ま
た
、
山
科
郷
士
が
山
科
の
地
を
離
れ
て
大
名
に
仕
え
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
進
藤
源
四
郎
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、

そ
の
兄
弟
で
あ
る
瀬
兵
衛
も
、
浅
野
本
家
で
あ
る
広
島
藩
浅
野
氏
に
仕
え
、
三
〇
〇
石
の
知
行
を
得
て
い
た
（
大
石
提
出
の
「
親

類
書
」）。
西
野
山
村
で
は
こ
の
よ
う
な
例
が
多
い
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
八
月
に
同
村
庄
屋
・
年
寄
が
比
留
田
・
土
橋
両
氏

に
出
し
た
「
覚
」（「
上
花
山
村
比
留
田
家
文
書
」）
に
よ
れ
ば
、
進
藤
瀬
兵
衛
の
ほ
か
、
同
三
弥
・
同
彦
兵
衛
・
同
三
郎
右
衛
門
・

中
村
権
平
が
広
島
藩
浅
野
氏
に
仕
え
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
山
科
郷
に
は
浪
人
を
受
け
入
れ
る
条
件
が
整
っ
て
い
た
。
大
石
の
山
科
滞
在
は
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

三 

街
道
と
山
科
郷

　

旧
三
条
街
道

　
Ｊ
Ｒ
山
科
駅
を
南
へ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
る
と
旧
三
条
街
道
に
出
る
。
こ
の
旧
三
条
街
道
こ
そ
は
、
か
つ
て
の
東
海
道
で

あ
り
、
古
来
幾
人
の
旅
人
が
こ
の
道
を
踏
み
し
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
京
を
め
ざ
す
旅
人
は
、
山
科
で
京
が
目
前
に
あ
る
こ
と

を
思
い
、
は
や
る
心
を
お
さ
え
た
に
違
い
な
い
。
京
を
出
て
東
へ
向
か
う
旅
人
が
最
初
の
一
歩
を
し
る
す
の
も
、
こ
の
山
科
の
地

年
二
月
十
五
日
に
は
山
科
の
大
石
宅
に
同
志
が
集
ま
り
、
重
要
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
有
名
な
京
・
伏
見
で
の
大
石
の
遊
蕩
も
、

山
科
の
仮
住
ま
い
を
ね
じ
ろ
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

大
石
の
仮
の
住
ま
い
は
西
野
山
村
に
あ
っ
た
。
こ
の
地
の
郷
士
で
、
浅
野
家
断
絶
ま
で
同
家
家
中
で
あ
っ
た
進
藤
源
四
郎
の

世
話
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
山
科
滞
在
に
あ
た
っ
て
大
石
が
京
都
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
親
類
書
に
よ
れ
ば
、
源
四
郎
は
大
石
の

父
方
の
従
弟
で
浅
野
家
の
鉄
砲
頭
を
勤
め
、
知
行
高
は
四
〇
〇
石
で
あ
っ
た
。
妻
は
大
石
の
妻
の
姉
と
い
う
（「
京
都
府
地
誌
」）。

吉
良
邸
討
ち
入
り
に
は
結
局
参
加
せ
ず
、
そ
の
後
を
西
野
山
の
地
で
過
ご
し
た
。
さ
き
の
「
名
前
帳
」
に
は
、「
常
帯
刀
」
身
分

と
し
て
そ
の
名
（
進
藤
可
言
）
が
み
え
る
。「
京
都
府
地
誌
」
に
は
、
源
四
郎
は
そ
の
後
安
芸
国
へ
行
っ
た
と
あ
る
。

　

大
石
が
山
科
に
居
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
源
四
郎
が
西
野
山
村
の
庄
屋
・
年
寄
に
宛
て
て
出
し
た
元
禄
十
四
年
七
月
付
の
請
状

が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
（「
西
野
山
村
進
藤
備
教
家
文
書
」）。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

こ
の
ほ
ど
赤
穂
浪
人
大
石
内
蔵
助
な
る
者
が
、
親
類
関
係
を
た
よ
っ
て
自
分
の
と
こ
ろ
に
引
っ
越
し
て
き
た
が
、
こ
の
者
は

　
　

た
し
か
な
者
で
あ
る
。
た
と
え
こ
の
内
蔵
助
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
っ
て
も
、
自
分
が
ま
か
り
出
て
釈

　
　

明
を
行
い
、
村
に
は
決
し
て
迷
惑
を
か
け
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
ま
ま
な
振
る
舞
い
は
さ
せ
な
い
。
宗
旨
は
禅
宗
で
、
寺

　
　

請
状
は
当
方
に
取
っ
て
あ
る
。
後
日
の
証
拠
と
し
て
、
請
状
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

　

大
石
が
住
む
こ
と
に
な
っ
た
西
野
山
村
の
村
民
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
一
体
ど
う
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
吉
良
へ
の
復
讐
を

心
に
秘
め
た
、
要
注
意
人
物
の
元
家
老
が
村
に
や
っ
て
き
た
と
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
仇
討
ち

を
成
功
さ
せ
た
か
ら
こ
そ
有
名
に
な
っ
た
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
大
石
は
山
科
郷
民
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
元
家
老
と
い
う
大
物
で
は
あ
る
が
、
一
人
の
浪
人
が
縁
故
を
た
よ
っ
て
村
に
来
た
程
度
の
こ

と
で
あ
り
、
と
り
た
て
て
騒
ぐ
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
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車
道
と
車
石

　

さ
て
、
道
標
の
南
面
に
刻
ま
れ
た
年
号
に
注
意
し
た
い
。
宝
永
四
年
は
西
暦
一
七
〇
七
年
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
前
年
の
十
一

月
か
ら
こ
の
年
の
三
月
に
か
け
、
中
断
期
間
を
は
さ
み
な
が
ら
三
条
街
道
の
普
請
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
普
請
の
目
的
は
、
単
に
道

路
改
修
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
車
道
と
人
馬
道
を
分
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
道
標
は
、
お
そ
ら
く
普
請
完
了
を
機
に
、
沢

村
道
範
な
る
者
が
建
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
宝
永
四
年
亥
三
月
三
条
海
道
車
道
付
替
」（「
上
花
山
村
比
留
田
家
文
書
」）
と
題
す
る
史
料
に
は
、
こ
の
と
き
の
普
請
の
様
子

が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
蹴
上
か
ら
追
分
ま
で
、
北
花
山
・
上
花
山
・
西
野
山
・
西
野
・
東
野
・
椥
辻
・
大
宅
・
大
塚
・

小
山
・
日
ノ
岡
・
音
羽
・
厨
子
奥
・
竹
鼻
・
御
陵
・
上
野
・
安
朱
・
四
宮
の
一
七
カ
村
と
八
軒
町
・
髭
茶
屋
町
、
そ
の
他
街
道
筋

の
園
城
寺
お
よ
び
大
津
代
官
支
配
下
の
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
丁
場
を
分
担
し
、
普
請
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
街
道
沿
い

の
町
村
す
べ
て
と
川
田
村
を
除
く
山
科
郷
村
々
で
あ
る
（
前
述
の
よ
う
に
、
安
朱
村
は
こ
の
当
時
す
で
に
毘
沙
門
堂
領
と
な
っ
て

お
り
、
山
科
郷
か
ら
は
除
か
れ
て
い
る
）。
上
花
山
・
西
野
山
・
西
野
・
東
野
・
椥
辻
・
大
宅
・
大
塚
・
小
山
・
音
羽
の
九
カ
村

は
街
道
と
は
直
接
無
関
係
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
科
郷
と
し
て
他
の
街
道
筋
村
々
同
様
に
普
請
の
義
務
を
負
わ
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
山
科
郷
の
ま
と
ま
り
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

車
道
普
請
は
、
普
請
人
足
の
べ
一
万
一
三
五
七
名
、
石
屋
人
足
の
べ
六
八
五
名
、
用
聞
人
足
の
べ
三
七
二
名
、
庄
屋
肝
煎
の
べ

一
〇
八
名
が
従
事
し
て
完
成
し
た
。

　

車
道
の
敷
設
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
車
の
通
行
に
適
し
た
道
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
車

の
往
来
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
車
道
と
人
馬
道
を
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
馬
道
の
保
護
を
図
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
車
道
と
人
馬
道
の
区
別
は
車
の
通
行
を
車
道
だ
け
に
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
必
ず
し
も
守
ら
れ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。

　

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
三
月
、
禁
裏
・
仙
洞
・
東
宮
の
諸
御
所
が
炎
上
し
、
同
年
九
月
か
ら
翌
年
七
月
に
か
け
て
新
た
に
諸

で
あ
っ
た
。
京
の
は
ず
れ
か
ら
大
津
ま
で
は
七
キ
ロ
余
り
、
旅
人
は
途
中
こ
こ
で
休
息
を
と
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
山
科
駅
か
ら
旧
三
条
街
道
に
出
て
右
へ
、
す
な
わ
ち
西
へ
曲
が
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
「
明
治
天
皇
御
遺
跡
」
と
記
し
た

石
碑
が
目
に
入
る
。
こ
の
場
所
に
は
、
江
戸
時
代
、
奴や

っ
こ
ぢ
ゃ
や

茶
屋
と
い
わ
れ
た
腰
掛
茶
屋
が
存
在
し
た
。
そ
の
さ
ま
は
『
拾
遺
都
名
所

図
会
』
に
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
と
翌
五
年
の
二
度
に
わ
た
り
、
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館

長
に
従
っ
て
江
戸
を
訪
れ
た
商
館
医
師
ケ
ン
ペ
ル
も
、
そ
の
日
記
に
こ
こ
で
茶
を
飲
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
ケ
ン
ペ
ル
著
、

斎
藤
信
訳
『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』）。「
明
治
天
皇
御
遺
跡
」
の
碑
は
、
明
治
天
皇
が
三
度
こ
の
茶
店
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
記

念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

奴
茶
屋
跡
を
過
ぎ
て
さ
ら
に
西
へ
行
く
と
、
街
道
の
左
手
に
立
派
な
道
標
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
は
、「　
　
　
　
　
　
　
ひ
が
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
し　
　

六
条
大
仏

　

 

（
東
面
）　

左
ハ
五
条
橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
ぐ
ま
き
よ
水　
　
　
　

」

　

 

（
北
面
）「
右
ハ
三
条
通
」

　

 

（
南
面
）「
宝
永
四

亥丁
年
十
一
月
吉
日
」

　

 

（
西
面
）「
願
主
沢
村
道
範
」　

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
か
ら
左
手
（
南
）
に
折
れ
て
進
む
と
五
条

橋
へ
の
道
に
通
じ
、
曲
が
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
進
む
と
三
条
に
至
る
こ
と
を
こ

の
道
標
は
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
条
大
仏
と
は
方
広
寺
の
大
仏
を
指
し
、

「
今
ぐ
ま
」
は
今
熊
野
、「
き
よ
水
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
清
水
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
は
五
条
橋
へ
の
道
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
か
ら
、
五
条
別
れ
と
い
う
。

図
一 

五
条
別
れ
道
標
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木
食
養
阿
上
人
に
よ
る
道
路
改
修

　

三
条
街
道
を
考
え
る
際
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
人
物
が
い
る
。
そ
れ
は
日
ノ

岡
峠
道
を
改
修
し
た
木も

く
じ
き食

養
阿
正
禅
で
あ
る
。
元
来
、
木
食
と
は
五
穀
や
肉

類
を
食
せ
ず
、
木
の
実
や
草
な
ど
を
食
し
て
修
行
す
る
こ
と
を
い
い
、
そ
の

よ
う
な
修
行
を
行
っ
た
高
僧
を
木
食
上
人
と
呼
ん
だ
。
木
食
上
人
と
し
て
つ

と
に
著
名
な
者
は
、
豊
臣
秀
吉
の
帰
依
を
受
け
、
高
野
山
を
再
興
し
た
応お

う
ご其

、

江
戸
時
代
後
期
に
特
異
な
作
風
の
仏
像
を
多
数
刻
み
続
け
た
五
行
明
満
で
あ

る
が
、
養
阿
も
ま
た
京
都
五
条
坂
の
安
祥
院
中
興
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

養
阿
は
丹
波
国
桑
田
郡
保
津
村
の
出
身
で
、
最
初
泉
涌
寺
雲
龍
院
恵
雄
に

師
事
し
、
の
ち
高
野
山
で
木
食
恵
昌
の
門
弟
と
な
っ
て
木
食
修
行
に
励
ん
だ
。

そ
の
後
、
安
祥
院
の
再
興
に
つ
と
め
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
現
在
の
安
祥
院
の
堂
宇
を
完
成
さ
せ
た
。
宝
暦
十
三
年

（
一
七
六
三
）、
七
八
歳
で
没
す
。

　

養
阿
が
日
ノ
岡
峠
道
改
修
を
計
画
し
た
の
は
享
保
十
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
安
祥
院
文
書
に
よ
っ
て
彼
の
事
業
の
全
容

を
紹
介
し
よ
う
。

　

同
年
十
一
月
二
十
三
日
に
養
阿
は
京
都
町
奉
行
所
に
改
修
願
い
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
は
、
近
年
日
ノ
岡
峠
車
道
は
ひ
ど
く
損

な
わ
れ
荷
車
牛
が
難
儀
し
て
い
る
こ
と
、
特
に
雨
天
時
に
は
牛
の
四
足
が
水
に
つ
か
り
、
容
易
に
進
め
な
い
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、

車
道
の
普
請
を
行
い
牛
馬
の
苦
痛
を
軽
減
さ
せ
た
い
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
す
で
に
村
方
の
了
解
を
大
体
と
り
つ
け
て
お
り
、

普
請
中
は
往
還
を
妨
害
し
た
り
、
村
方
に
迷
惑
を
か
け
た
り
し
な
い
、
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

　

当
時
、日
ノ
岡
峠
の
車
道
の
損
傷
は
は
な
は
だ
し
く
、人
馬
道
と
比
べ
七
、八
尺（
二
メ
ー
ト
ル
余
り
）も
の
段
差
が
生
じ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
養
阿
は
ま
ず
低
く
な
っ
た
車
道
に
小
石
を
置
き
、
そ
の
上
に
大
石
を
敷
い
て
人
馬
道
な
み
の
高
さ
に
す
る
と
い
う
計
画

御
所
造
営
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
作
事
御
用
木
が
三
条
街
道
を
通
っ
て
京
に
運
び
込
ま
れ
た
が
、
牛
七
、八
疋
牽
き
の
大
木
に

限
り
人
馬
道
を
牽
く
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
右
に
該
当
し
な
い
材
木
に
も
「
御
用
」
と
書
い
た
紙
札
を
つ
け
て
人
馬
道

を
牽
く
も
の
、さ
ら
に
は
御
用
木
で
な
い
荷
物
に
も
「
御
用
」
の
紙
札
を
つ
け
て
人
馬
道
を
運
ぶ
者
が
現
わ
れ
た
。
こ
う
な
る
と
、

車
道
と
人
馬
道
を
分
け
た
意
味
が
な
く
な
る
。
道
路
維
持
の
た
め
の
諸
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
山
科
郷
民
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
行
為
で
あ
る
。
山
科
郷
民
の
訴
え
を
聞
い
た
京
都
町
奉
行
所
は
車
方
年
寄
を
呼
ん
で
吟
味
を
行
っ
た
。
こ
の

件
は
、
宝
永
六
年
五
月
に
、
三
条
組
・
四
条
組
な
ど
の
車
稼
ぎ
仲
間
の
年
寄
が
京
都
町
奉
行
所
に
対
し
て
き
ま
り
を
守
る
と
い
う

一
札
を
入
れ
る
こ
と
で
決
着
を
み
た
（
比
留
田
家
文
書
）。

　

と
こ
ろ
で
、
京
～
大
津
間
の
車
道
と
い
え
ば
、
車
の
通
行
を
容
易
に
す
る
た
め
に
溝
（
車
輪
形
）
を
刻
ん
だ
板
石
、
す
な
わ
ち

車
石
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
今
日
、
旧
三
条
街
道
筋
や
そ
の
付
近
を
注
意
し
な
が
ら
歩
く
と
、
し
ば
し
ば
こ
の
車
石
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
御
陵
下
御
廟
野
町
で
は
民
家
の
石
垣
に
転
用
さ
れ
て
い
る
し
、
日
ノ
岡
の
バ
ス
停
近
く
に
建
て
ら
れ

て
い
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
碑
（
昭
和
十
四
年
〔
一
九
三
九
〕
建
立
）
や
京
津
国
道
改
良
工
事
記
念
碑
（
昭
和
八
年
建
立
）
の
基

壇
の
周
囲
に
も
立
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
九
条
山
の
バ
ス
停
近
く
の
土
押
さ
え
の
石
垣
に
も
多
数
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

が
宝
永
の
改
修
時
の
も
の
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、宝
永
時
に
車
石
が
敷
設
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

こ
れ
ら
は
む
し
ろ
後
の
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
（
文
化
二
年
〔
一
八
〇
五
〕
に
も
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
）、
い
ず
れ
に
せ
よ

江
戸
時
代
の
物
資
輸
送
を
支
え
た
貴
重
な
証
人
で
あ
る
。
歴
史
的
使
命
を
と
っ
く
に
終
え
、
そ
の
存
在
す
ら
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら

れ
た
車
石
は
、
排
気
ガ
ス
に
ま
み
れ
な
が
ら
車
や
人
々
の
往
来
を
無
言
で
見
守
る
だ
け
で
あ
る
が
、
私
達
は
彼
ら
の
果
た
し
た
役

割
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
も
時
に
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
道
路
維
持
に
尽
く
し
た
山
科
郷
民
の
労
苦
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

図
二
　
京
津
国
道
改
良
工
事
記
念
碑（
昭
和
八
年〔
一
九
三
三
〕

　
　
　
建
立
）
の
基
壇
に
用
い
ら
れ
た
車
石
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普
請
の
完
成
と
そ
の
後

　

享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
正
月
に
普
請
が
開
始
さ
れ
、
同
年
三
月
に
は
車
道
の
高
さ
が
人
馬
道
な
み
に
な
っ
た
。
こ
こ
で

養
阿
は
再
び
第
二
の
計
画
案
を
持
ち
出
し
た
。
実
は
前
年
八
月
に
、
彼
は
沿
道
の
百
姓
善
六
か
ら
、
居
宅
の
地
面
を
嵩
上
げ
す
る

な
ら
ば
道
路
に
置
土
を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
の
一
札
を
取
っ
て
お
り
、今
回
の
願
い
出
は
そ
れ
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
、
普
請
は
続
け
ら
れ
た
。
普
請
が
完
了
し
た
の
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
十
一
月
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
月
、
養
阿
は
京
都
町
奉
行
所
に
対
し
、
普
請
場
所
の
見
分
と
、
車
方
の
者
に
対
す
る
人
馬
道
・
車
道
の
区
別
の
周
知

徹
底
を
願
っ
た
。
さ
ら
に
峠
坂
の
上
と
下
に
そ
れ
ぞ
れ
二
本
ず
つ
建
て
る
石
柱
を
用
意
し
、
次
の
文
言
を
刻
む
こ
と
に
つ
い
て
の

許
可
を
求
め
た
。

　
（
峠
坂
の
上
）「
是
よ
り
右
の
か
た
牛
車
引
通
し
道
」

　
（　

同　
　

）「
是
よ
り
左
の
か
た
人
馬
往
還
道
」

　
（
峠
坂
の
下
）「
是
よ
り
左
の
か
た
牛
車
引
通
し
道
」

　
（　

同　
　

）「
是
よ
り
右
の
か
た
人
馬
往
還
道
」

　

こ
の
石
柱
の
文
言
か
ら
、
京
に
向
か
っ
て
街
道
の
左
側
が
車
道
、
右
側
が
人
馬
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
う
し
て
道
路
改
修
は
成
っ
た
。
最
初
の
出
願
か
ら
四
年
、普
請
着
手
か
ら
三
年
足
ら
ず
が
た
っ
て
い
た
。
だ
が
こ
の
あ
と
も
、

車
の
往
来
が
続
く
限
り
、
車
道
の
破
損
は
や
ま
な
い
だ
ろ
う
。
せ
っ
か
く
改
修
し
た
道
路
も
、
つ
ね
に
保
全
努
力
を
払
わ
な
け
れ

ば
、い
ず
れ
元
の
状
態
に
戻
る
。
そ
こ
で
養
阿
は
一
計
を
案
じ
、山
城
国
葛
野
郡
梅
ヶ
畑
広
芝（
現
京
都
市
右
京
区
梅
ヶ
畑
広
芝
町
）

に
あ
っ
た
同
人
所
有
の
至
芳
庵
と
い
う
庵
を
峠
道
沿
い
に
移
転
し
、
安
祥
院
よ
り
庵
守
を
派
遣
し
て
道
路
修
繕
に
あ
た
ら
せ
る
こ

と
に
し
た
。庵
の
建
て
ら
れ
た
場
所
は
、普
請
中
に
養
阿
が
百
姓
久
右
衛
門
か
ら
買
取
り
、休
息
所
を
設
け
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

を
た
て
た
。
普
請
中
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
荷
車
は
人
馬
道
を
通
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
峠
道
に
は
道
の
北
側
に
家

が
張
り
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
車
二
両
が
す
れ
違
う
こ
と
は
無
理
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
養
阿
は
障
害
と
な

る
家
を
買
取
り
、
道
を
広
げ
て
い
る
。

　

養
阿
の
普
請
計
画
は
町
奉
行
所
の
許
可
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
こ
の
や
り
方
で
は
車
道
の
勾
配
が
き
つ
く
な
る
上
に
、
石

を
敷
き
つ
め
る
の
で
車
輪
が
滑
り
、
上
り
下
り
に
不
便
を
き
た
す
。
そ
こ
で
養
阿
は
車
屋
と
相
談
の
上
、
計
画
変
更
を
願
い
出
た
。

翌
享
保
二
十
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
新
計
画
は
、
坂
の
上
の
土
を
削
り
、
そ
れ
を
坂
の
下
か
ら
約
六
〇
間
（
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

余
り
）
先
の
一
里
塚
の
と
こ
ろ
ま
で
置
い
て
峠
道
の
勾
配
を
ゆ
る
や
か
に
し
、
車
道
に
は
石
を
敷
き
つ
め
ず
に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

土
留
め
の
た
め
の
大
石
を
敷
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
の
計
画
で
は
、
低
く
な
っ
た
車
道
を
人
馬
道
な
み
の
高
さ
に

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
計
画
に
従
え
ば
、
人
馬
道
の
高
さ
を
車
道
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
や
り
方
に
対
し
て
は
、
沿
道
の
百
姓
善
六
か
ら
文
句
が
出
た
。
道
に
土
が
置
か
れ
、
地
面
が
高
く
な
る
と
、

出
入
り
に
支
障
が
出
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
善
六
は
、
居
宅
の
地
面
も
嵩
上
げ
す
る
な
ら
計
画
に
同
意
す
る
と
い
う
考
え
を
養

阿
に
示
し
た
が
、
町
奉
行
所
の
方
が
計
画
実
行
に
難
色
を
示
し
た
。
結
局
、
同
年
九
月
、
養
阿
は
新
計
画
を
取
下
げ
て
、
も
と
の

計
画
で
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
、
車
道
に
は
大
石
を
敷
き
つ
め
る
こ
と
は
せ
ず
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
置
く
こ
と
に
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
よ
う
や
く
普
請
計
画
の
方
向
が
定
ま
っ
た
が
、
実
際
に
普
請
に
取
り
か
か
っ
た
の
は
享
保
二
十
一
年
正
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
峠
道
改
修
計
画
は
、
荷
車
牛
の
通
行
の
難
儀
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
養
阿
が
、
旅
人
の
苦
難
を
救
お
う
と
す
る

純
粋
な
気
持
ち
か
ら
立
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
着
手
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
あ
っ
た
。
養
阿
は
そ

れ
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
、
計
画
実
行
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
普
請
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
は
ず
の
沿
道
住
民

が
そ
の
趣
旨
を
理
解
し
、
協
力
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
計
画
推
進
に
有
利
に
働
い
た
こ
と
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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至
芳
庵
は
淋
し
い
峠
道
の
わ
き
に
建
て
ら
れ
た
小
庵
で
あ
っ
た
か
ら
、そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
自
体
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
人
住
ま
い
の
庵
守
の
身
の
安
全
は
保
障
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
怪
し
げ
な
者
が
軒
下
に
も
ぐ
り
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
養
阿
も
こ

の
よ
う
な
状
況
に
は
心
を
痛
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
二
月
に
は
、
安
祥
院
に
あ
っ
た
竹
簀
戸
門
を
至

芳
庵
入
口
に
移
し
、
あ
わ
せ
て
庵
自
体
も
二
間
東
へ
移
動
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
を
京
都
町
奉
行
所
に
行
っ
て
い
る
。
至
芳
庵
は

こ
の
あ
と
ほ
ど
な
く
梅
香
庵
と
改
称
さ
れ
、
一
般
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊
行
の
『
都
名
所

図
会
』
に
は
、「
峠
の
梅
香
庵
は
地
蔵
尊
を
安
置
す
、
木
食
上
人
住
し
て
坂
路
を
造
り
牛
馬
の
労
を
助
く
、
量り

ょ
う
ぐ
す
い

救
水
は
石
刻
の
亀

の
口
よ
り
漲み

な
ぎ

る
、
炎
暑
の
節
旅
人
の
渇
を
止
む
と
い
う
、
碑
の
銘
摂（

接
）待

所
に
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
こ
に
出
て
く
る
量
救
水
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
養
阿
が
百
姓
久
右
衛
門
か
ら
土
地
を
買
い
取
り
休
息
所
を
設
置
し
た

際
、
村
人
や
旅
人
の
た
め
に
掘
っ
た
井
戸
の
水
の
こ
と
で
あ
る
。
養
阿
は
最
初
こ
れ
を
松
養
水
と
名
付
け
た
が
、
そ
の
後
、
非
人

た
ち
が
「
不
浄
な
る
器
物
を
涌
き
出
候
井
之
中
え
直
に
差
入
れ
、
汲
み
取
」
る
（
寛
延
二
年
〔
一
七
四
九
〕
八
月
、
京
都
町
奉
行

所
宛
養
阿
口
上
書
）
と
い
う
の
で
、
寛
延
二
年
に
亀
型
の
石
の
口
よ
り
水
が
落
ち
る
よ
う
改
め
た
の
を
機
に
、
量
救
水
と
改
称
し

た
。
亀
型
石
を
据
え
る
前
は
、
筧
を
通
し
て
水
を
土
中
に
落
と
し
、
そ
こ
か
ら
水
が
湧
き
上
が
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
、
右
の

よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
亀
型
石
の
設
置
と
同
時
に
弁
天
の
小
宮
を
も
設
け
た
が
、
そ
れ
も
、「
水
神
こ
れ
有
り
と
存

じ
候
は
不
浄
に
相
成
る
ま
じ
く
存
じ
奉
り
候
」（
同
）
と
あ
る
よ
う
に
、
水
神
（
弁
天
は
聖
河
の
化
身
と
さ
れ
た
）
に
守
ら
れ
た

清
浄
な
水
と
い
う
印
象
を
与
え
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

粟
田
口
の
刑
場

　

江
戸
時
代
、
京
に
は
二
つ
の
刑
場
が
あ
っ
た
。
西
ノ
土
手
と
粟
田
口
で
あ
る
。
西
ノ
土
手
の
刑
場
は
御
土
居
の
西
側
、
現
在

の
中
京
区
西
ノ
京
円
町
付
近
に
あ
っ
た
。
一
方
、
粟
田
口
の
刑
場
は
、
大
津
か
ら
三
条
街
道
（
東
海
道
）
を
通
っ
て
京
に
入
る

少
し
手
前
、
か
つ
て
の
京
阪
京
津
線
九
条
山
駅
西
側
に
あ
っ
た
。
京
の
西
の
は
ず
れ
と
東
の
は
ず
れ
に
刑
場
が
置
か
れ
て
い
た

わ
け
で
あ
る
。

　

粟
田
口
の
刑
場
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
近
世
に
お
い
て
は
厨
子
奥
村
に
属
し
て
い
た
。
厨
子
奥
と
い
え
ば
、
京
津
線
の
御
陵
駅

と
山
科
駅
の
間
を
少
し
南
に
下
っ
た
あ
た
り
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、
こ
こ
も
厨
子
奥
村
で
あ
る
。
つ
ま
り
厨
子
奥
の
本
村
の
飛
び

地
で
あ
っ
た
。

　

粟
田
口
の
刑
場
は
三
条
街
道
沿
い
に
あ
っ
た
か
ら
、
多
く
の
旅
人
が
そ
の
情
景
を
目
撃
し
た
。
あ
る
も
の
は
そ
れ
を
記
録
に
と

ど
め
て
い
る
。
先
の
ケ
ン
ペ
ル
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
刑
場
の
情
景
に
つ
い
て
記
し
た
一
六
九
二
年
五
月
八
日
（
太
陽
暦
）
の
日

記
の
文
章
の
中
に
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
刻
ん
だ
六
字
名
号
石
碑
の
こ
と
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
貞
享
五
年
に
北
野
西
光
院

が
建
立
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
（「
比
留
田
家
文
書
」）。
そ
の
後
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
も
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ

は
、か
の
木
食
養
阿
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
同
人
が
幕
府
に
提
出
し
た
書
類
（「
安
祥
院
文
書
」）

に
よ
れ
ば
、
そ
の
こ
ろ
養
阿
は
毎
年
寒
夜
三
〇
日
間
、
六
墓
五
三さ

ん
ま
い昧

を
回
っ
て
念
仏
修
行
を
行
い
、
重
罪
人
の
霊
を
弔
っ
て
い
た
。

六
墓
と
は
南
無
地
蔵
・
大
谷
・
西
ノ
土
手
・
粟
田
口
・
西
所
河
原
・
元
三
昧
の
各
墓
所
、
五
三
昧
と
は
千
本
・
蓮
台
寺
・
七
条
・

狐
塚
・
金
光
寺
に
あ
っ
た
三
昧
堂
（
葬
式
用
の
堂
）
を
さ
す
。
享
保
二
年
、
そ
の
業
が
三
年
を
迎
え
た
の
で
、
京
都
町
奉
行
所
の

許
可
を
得
て
右
の
一
一
カ
所
に
石
碑
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
粟
田
口
の
も
の
は
一
丈
三
尺
（
約
四
メ
ー
ト
ル
）
も
あ
っ
た
。
こ

れ
も
ケ
ン
ペ
ル
が
見
た
も
の
と
同
じ
く
人
目
を
引
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
享
保
二
年
の
石
碑
は
現
存
し
、
今
は
日
ノ
岡
の
バ
ス
停
か
ら
現
三
条
通
り
沿
い
に
少
し
西
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
建
っ
て
い

る
。
碑
に
は
修
復
の
あ
と
が
あ
り
、
四
部
分
を
接
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
碑
は
刑
場
廃
止
後
、
ま
ず

中
央
を
横
に
切
断
さ
れ
、
さ
ら
に
上
半
分
が
縦
に
三
等
分
さ
れ
て
、
各
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
何
か
に
転
用
さ
れ
て
い
た
の
を
再
び
復

元
し
た
も
の
で
あ
る
。
碑
の
上
半
分
、
下
半
分
そ
れ
ぞ
れ
の
裏
面
に
彫
ら
れ
た
文
言
に
よ
れ
ば
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）、
京

津
国
道
改
修
工
事
の
犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
上
半
分
が
ま
ず
こ
の
地
に
復
元
さ
れ
、
そ
の
後
同
四
十
年
に
下
半
分
を
合

わ
せ
て
復
元
が
成
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
先
に
も
触
れ
た
、
車
石
を
周
囲
に
め
ぐ
ら
せ
た
基
壇
を
も
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つ
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
碑
が
建
っ
て
い
る
が
、
こ
の
碑
の
台
座
に
も
や
は
り
刑
場
に
建
っ
て
い
た
日
蓮
宗
の
石
碑
の
一
部
が
は
め

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
の
説
明
板
の
解
説
に
よ
る
と
、
刑
場
に
は
仏
教
各
宗
派
が
供
養
の
石
碑
を
建
て
、
そ
の
数
は
一
五
基
を

数
え
た
と
い
う
。
刑
死
者
一
〇
〇
〇
人
に
一
基
ず
つ
建
て
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

コ
ラ
ム　

─ 

毘
沙
門
堂 

─ 

　
　
　

京
都
に
は
僕
の
好
き
な
場
所
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。毘
沙
門
堂
も
わ
り
に
好
き
で
す
。山
科
の
駅
か
ら
の
ん
び
り
坂
道
を

　
　

登
っ
て
い
く
。こ
の
道
が
僕
は
け
っ
こ
う
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。近
く
に
お
い
し
い
お
蕎
麦
や
さ
ん
も
あ
り
ま
す
。帰
り
道
は

　
　

疏
水
沿
い
に
ぶ
ら
ぶ
ら
と
散
歩
し
ま
す
。桜
と
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
は
混
ん
で
い
る
け
ど
、あ
と
は
比
較
的
静
か
な
と
こ
ろ
で
す
。

図
三
　
養
阿
建
立
の
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
南
無
阿
弥
陀
仏
碑

　
　

い
つ
も
一
人
で
、
あ
て
も
な
く
考
え
事
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。（
村
上
春
樹
『
村
上
さ
ん
の
と
こ
ろ
』
新
潮
社
、

　
　

二
〇
一
五
年
、
一
四
頁
）

　

村
上
春
樹
が
京
都
で
好
き
な
場
所
と
し
て
、
毘
沙
門
堂
を
あ
げ
た
よ
う
に
、
山
科
北
部
の
毘
沙
門
堂
は
、
山
科
の
み
な
ら
ず
、

京
都
の
な
か
で
も
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
を
残
し
た
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
。
毘
沙
門
堂
は
古
代
に
出
雲
路
（
現
京
都
市
上
京
区
）
に

創
建
さ
れ
た
が
、
江
戸
時
代
前
期
の
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）、
天
海
弟
子
の
公
海
に
よ
っ
て
山
科
に
移
築
再
興
さ
れ
た
。
寛
文

九
年
（
一
六
六
九
）
に
生
ま
れ
た
後
西
天
皇
皇
子
の
公こ

う

弁べ
ん
ほ
っ法

親し
ん
の
う王

が
公
海
の
法
嗣
と
し
て
毘
沙
門
堂
門
跡
と
な
り
、
以
来
、
毘
沙

門
堂
は
天
台
宗
延
暦
寺
派
の
門
跡
寺
院
（
皇
室
・
貴
族
の
子
弟
が
出
家
し
て
入
室
す
る
寺
院
）
と
し
て
隆
盛
を
き
わ
め
た
。

　

公
弁
法
親
王
は
毘
沙
門
堂
門
跡
の
の
ち
、
江
戸
に
下
向
し
て
上
野
の
東と

う
え
い
ざ
ん

叡
山
寛か

ん
え
い
じ

永
寺
の
貫
首
と
な
り
、
輪り

ん

王の
う
じ
の
み
や

寺
宮
と
呼
ば
れ
た
。

以
後
、天
皇
家
の
親
王
が
出
家
し
て
江
戸
に
下
向
し
、寛
永
寺
貫
首
と
な
る
慣
行
が
、幕
末
の
最
後
の
輪
王
寺
宮
、公こ

う
げ
ん
ほ
っ
し
ん
の
う

現
法
親
王
（
の

ち
の
北
白
川
宮
能
久
親
王
）
ま
で
続
い
た
。
毘
沙
門
堂
は
、
輪
王
寺
宮
が
京
都
か
ら
東
海
道
を
江
戸
に
下
向
す
る
前
に
、
旅
支
度

を
調
え
る
寺
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

公
現
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
十
五
日
の
討
幕
軍
に
よ
る
上う

え
の野

彰し
ょ
う

義ぎ
た
い隊

攻
撃
の
際
、
寛
永
寺
か
ら
品
川
沖
に
碇
泊
し

て
い
た
榎
本
武
揚
の
旧
幕
府
海
軍
の
船
で
脱
出
、
最
後
は
仙
台
藩
に
向
か
い
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
盟
主
と
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。
加か

も茂
儀ぎ

一い
ち

は
、「
輪
王
寺
宮
は
奥
州
に
遁
れ
る
と
き
に
、
品
川
沖
に
碇
泊
中
の
軍
艦
長
鯨
に
乗
っ
て
同
日
に
常
陸
の
平
潟

に
い
た
り
、
会
津
、
米
沢
を
経
て
仙
台
に
向
っ
た
が
、
こ
の
時
に
宮
の
乗
船
の
斡
旋
を
し
た
の
は
榎
本
で
あ
る
」
と
記
す
（
加
茂

儀
一
『
榎
本
武
揚
』）。
最
後
の
輪
王
寺
宮
の
生
涯
は
、
吉よ

し
む
ら村

昭あ
き
ら

『
彰
義
隊
』
の
題
材
と
も
な
っ
た
。


